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4-ぺンテニルヨージド，一酸化炭素およびオレブインの 3 成分カップリング反応により，ビシクロ [3.3.0J オクタノ
ール骨格が容易に形成されることを明らかにしている。
第 5 章では， 14族金属ヒドリドをメディエーターとして用いる 4-ぺンテニルヨージドカルボニル化反応を検討し， 4 

















(5) 第14族金属ヒドリドをメディエーターとして用いる 4-ぺンテニルヨージドのカルボニル化反応を検討し， 2 分子
の一酸化炭素を同時に捕捉できることを明らかにしている。
以上のように本論文は一酸化炭素の反応性を検討した結果に基づいて，混合ガスからの一酸化炭素の新分離法を創
出し，併せて，セレンの新精製法および一酸化炭素の合成化学的新利用法を開拓したものであり，合成化学および、ヘ
テロ元素化学の進歩に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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